
平
成
五
年
法
律
第
五
十
四
号

身
体
障
害
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
通
信
・
放

送
身
体
障
害
者
利
用
円
滑
化
事
業
の
推
進
に
関
す

る
法
律

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
社
会
経
済
の
情
報
化
の
進
展
に

伴
い
身
体
障
害
者
の
電
気
通
信
の
利
用
の
機
会
を
確
保

す
る
こ
と
の
必
要
性
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が

み
、
通
信
・
放
送
身
体
障
害
者
利
用
円
滑
化
事
業
を
推

進
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
通
信
・

放
送
役
務
の
利
用
に
関
す
る
身
体
障
害
者
の
利
便
の
増

進
を
図
り
、
も
っ
て
情
報
化
の
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
通
信
・
放
送
役
務
」
と

は
、
電
気
通
信
役
務
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十

九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る

電
気
通
信
役
務
を
い
う
。
）
及
び
放
送
（
放
送
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
条
第
一
号
に

規
定
す
る
放
送
を
い
う
。
）
の
役
務
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
解
説
番
組
」
と
は
、
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
（
放
送
法
第
二
条
第
十
八
号
に
規
定
す
る

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い

て
送
ら
れ
る
静
止
し
、
又
は
移
動
す
る
事
物
の
瞬
間
的

影
像
を
視
覚
障
害
者
に
対
し
て
説
明
す
る
た
め
の
音
声

そ
の
他
の
音
響
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
放
送
番
組
を
い

う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
字
幕
番
組
」
と
は
、
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
に
お
い
て
送
ら
れ
る
音
声
そ
の
他
の
音
響

を
聴
覚
障
害
者
に
対
し
て
説
明
す
る
た
め
の
文
字
又
は

図
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
放
送
番
組
を
い
う
。

４
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
通
信
・
放
送
身
体
障
害
者
利

用
円
滑
化
事
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
事

業
で
あ
っ
て
、
身
体
上
の
障
害
の
た
め
通
信
・
放
送
役

務
を
利
用
す
る
の
に
支
障
の
あ
る
者
が
当
該
通
信
・
放

送
役
務
を
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も

の
で
、
身
体
障
害
者
の
利
便
の
増
進
に
著
し
く
寄
与
す

る
も
の
を
い
う
。

一
　
通
信
・
放
送
役
務
を
提
供
し
、
又
は
開
発
す
る

業
務

二
　
通
信
・
放
送
役
務
を
提
供
す
る
た
め
の
電
気
通
信

設
備
に
付
随
す
る
工
作
物
を
設
置
す
る
業
務

三
　
解
説
番
組
、
字
幕
番
組
そ
の
他
の
放
送
番
組
を
制

作
す
る
業
務

（
基
本
方
針
）

第
三
条
　
総
務
大
臣
は
、
通
信
・
放
送
役
務
の
利
用
に
関

す
る
身
体
障
害
者
の
利
便
の
増
進
を
図
る
た
め
、
通

信
・
放
送
身
体
障
害
者
利
用
円
滑
化
事
業
の
推
進
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）

を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
基
本
方
針
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
と
す
る
。

一
　
通
信
・
放
送
役
務
の
利
用
に
関
す
る
身
体
障
害
者

の
利
便
の
増
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向

二
　
通
信
・
放
送
身
体
障
害
者
利
用
円
滑
化
事
業
の
内

容
に
関
す
る
事
項

三
　
そ
の
他
通
信
・
放
送
身
体
障
害
者
利
用
円
滑
化
事

業
の
推
進
に
際
し
配
慮
す
べ
き
重
要
事
項

３
　
総
務
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産

業
大
臣
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
し
、
か

つ
、
審
議
会
等
（
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年

法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
機
関
を
い

う
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４
　
総
務
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変

更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
機
構
に
よ
る
通
信
・
放
送
身
体
障
害
者
利
用
円
滑
化

事
業
の
推
進
）

第
四
条
　
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
（
以

下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
。

一
　
通
信
・
放
送
身
体
障
害
者
利
用
円
滑
化
事
業
の
実

施
に
必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
の
助
成
金
を
交
付

す
る
こ
と
。

二
　
通
信
・
放
送
身
体
障
害
者
利
用
円
滑
化
事
業
に
関

し
、
情
報
の
収
集
、
調
査
及
び
研
究
を
行
い
、
そ
の

成
果
を
提
供
し
、
並
び
に
照
会
及
び
相
談
に
応
ず
る

こ
と
。

三
　
前
二
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

（
資
金
の
確
保
等
）

第
五
条
　
政
府
は
、
通
信
・
放
送
身
体
障
害
者
利
用
円
滑

化
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
確
保
又
は
そ
の
融
通

の
あ
っ
せ
ん
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
総
務
大
臣
は
、
前
条
に
規
定
す
る
機
構
の
業
務
の
円

滑
な
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
、
情
報
の
提
供
そ
の
他

の
必
要
な
配
慮
を
行
う
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
六
月
二
九
日
法
律
第
七
四

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
八
年
六
月
七
日
法
律
第
六
三

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
五
月
二
一
日
法
律
第
五
八

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第

一
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を
除
く
。
）

は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
九
百
九
十
五
条
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質

及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
附
則
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

、
第
千
三
百
五
条
、
第
千
三
百
六
条
、
第
千
三
百
二

十
四
条
第
二
項
、
第
千
三
百
二
十
六
条
第
二
項
及
び

第
千
三
百
四
十
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
六
日
法
律
第
一

三
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
一
二
月
三
日
法
律
第
六

五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
六
月
一
三
日
法
律
第
六

七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
六

号
。
以
下
「
通
則
法
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規

定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
附
則
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
八
条
及
び
第
三
十

条
の
規
定
　
公
布
の
日

（
処
分
等
の
効
力
）

第
二
十
八
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る

改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
又
は
す
べ
き
処
分
、

手
続
そ
の
他
の
行
為
で
あ
っ
て
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正

後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含

む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
法
令
」
と
い
う
。
）

に
相
当
の
規
定
が
あ
る
も
の
は
、
法
律
（
こ
れ
に
基
づ

く
政
令
を
含
む
。
）
に
別
段
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
除

き
、
新
法
令
の
相
当
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
又
は
す
べ

き
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
等
へ
の
委
任
）

第
三
十
条
　
附
則
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
は
、
政
令
（
人

事
院
の
所
掌
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
規
則
）

で
定
め
る
。

1


